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Abstract ：　 This　paper 　shows 　an　open 　lecture“Introduction　to　Linux” ．　 Linus　B．　Torvalds　first　developed　the

Linux 　kernel　when 　he　was 　a 　university 　student ．　There 　are 　various 　Linux 　systems 　with 　many 　applications ，　which 　are

called 　distributions
，
　 and 　now 　everyone 　can 　 use 　most 　of 　them 　as 　free　sofLware ．　 However 　it　is　 necessary 　to　practice

installing　the　Linux　system 　into　personal　computer ．　In　this　lecture　we 　worked 　about 　three　contents ： guidance 　about

Linux
，
　how　to　install　the　Linux 　and 　how　to　use 　the　system ．
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1　 は じめ に

　Linux は リヌ
ー

ス ・トーヴ ァ ル ト （Linus　B ．　Torvalds）

氏が フ ィ ン ラ ン ドの ヘ ル シ ン キ大学 の 学生だ っ た当時 に 勉

学 の ため に 開発 さ れ た．最 も基本的な OS はユ
ー

ザか ら

の コ マ ン ドを受け付ける 厂シ ェ ル」 とコ ン ピュ
ー

タを制御

する 「カー
ネル 」 か ら構成 さ れ る が ，「Linux 」 は厳密 に は

カーネ ル だけ を 指す．し か し，実際 に ユ
ーザが コ ン ピュ

ー

タ を扱う に は カーネ ル だけで な く様 々 なア プ リケ
ーシ ョ ン

が必要とな る．現在で は，シ ェ ル，各種サ ーバ ，X ウ ィ ン

ドウ シ ス テ ム ，エ デ ィ タ，メ
ー

ラ
ー
，ウ ェ ブ ・ブ ラ ウザ な

どの ア プ リケーシ ョ ン を含んだ シ ス テ ム 全体を指す 「広い

意味 で の Linux」 が
一

般的 に用 い られて い る．また，これ

らアプリケ
ー

シ ョ ンや そ れ らの バ
ー

ジ ョ ン の 組 み 合 わ せ ，

パ ッ ケ
ー

ジ管理方法な どは任意 で あ り，そ の シ ス テ ム は

ディ ス トリビュ
ー

シ ョ ン と呼ばれ る
1，2），

　当初，Linux は lnternet上 の NetNews に公開され，現

在で もボ ラ ン テ ィ ア に よ り開発が続 けられ て い る．Linux

の ほとん どの ディ ス トリビュ
ー

シ ョ ンは誰 で も無償 で 使用

す る こ とが で き る （商用 の 文字 フ ォ ン トや ア プリケ
ー

シ ョ

ン
， サポ

ー
トサ

ービス な どを含む有償 の もある ），しか し ，

他 の OS の ように最初か ら Linuxがイ ン ス ト
ー

ル されて

販売されて い る コ ン ピュ
ー

タは少な く，イ ンス ト
ー

ル 作業

も慣れ る まで は戸惑 うこ とが多 い ．本稿で は ， LinUXの イ

ンス ト
ー

ル を中心 にこ れまで に情報 工 学科で 実施して きた

公開講座 「Linux 入門」 に つ い て 述 べ る ．

2　講座の 内容

　本講座は ， 平成 12〜16年度 まで 実施 した （平成 13 年

度 は木更津市主催 の IT 講座が開催されたため本講座は実

施 しなか っ た）．

　 開講式や閉講式 を含めて 10：00〜16：30 の 時間帯 で 行 っ

た．途中，1 時間 の 昼食時間 と適宜 10 分程度 の 休憩時間

を設け た．

　本講座の 内容 は ，講義，イ ン ス ト
ー

ル実習，活用 の 3 つ

に大別 で き る．

2．1　講義

　講義で は，OS の 役割や Linux の 歴史などに つ い て説明

した．

　ま た，平成 12年度 で は パ ソ コ ン の 外観 （各 ス イ ッ チ な

ど）と内部 （ディ ス ク装置，CPU ，メ モ リ，拡張ス ロ ッ ト

な ど） に つ い て説明した．平成 14年度以降はパ ソ コ ン の

普及 と実習時間 の確保 を 理 由に これ らパ ソ コ ンの 基礎知識

は省略した，
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2．2　 イ ンス ト
ー

ル実習

午前中の 1時間半 で イ ン ス トール 実習を行 っ た．

1，BIOS の 設定 ・確認

　 CD −ROM か ら起動す る ようにパ ソ コ ン の BIOS を 設

　 定 ・確認す る．

2．パ
ー

テ ィ シ ョ ン の 作成

　 HDD の パ
ー

テ ィ シ ョ ン を分割し，ス ワ ッ プ領域と

　 Linux をイ ンス トール す る領域を確保する．

3．Li皿 1x の イ ンス ト
ー

ル

　 実際に L重nux をイ ンス トール す る．

4．イ ン ス ト
ー

ル 後 の 設定

　 ユ
ー

ザアカウン トの 追加 ， プ リ ン タの 設定などを行う．

　作業が進んで パ ッ ケ
ー

ジの イ ンス ト
ー

ルが開始された後

は そ の 処理 が終了す る の を待 つ だけとな り，しか も 30分

程度の時間がかかる．そ の 頃には丁度 12：00 前後 にな る の

で，パ ソ コ ン は イ ンス ト
ー

ル処理 をさせ たまま受講者は昼

食時間と し，そ の 後に イ ン ス ト
ール 後の 設定を行 っ た．

　実習で イ ン ス トール し た Linux を表 2．1 に 示す．本講

座 で は ， 基本 シ ス テ ム が 1枚の CD に 収 ま っ て い て 比較

的コ ンパ ク トにまとまっ て い る こ と，イ ン ス トール後の 日

本語環境が整 っ て い る こ と か ら Vine　Linux を 用 い た ．

表 2．1　実習で イ ン ス トール した Linux

年度 イ ンス トール した Linux

12 Vine　Linux　2．L5

14 Vine　Linux　2，5

15 Vine 　linux 　2，5

16 Vine　Linux　2．6r1

　平成 12年度までは計算機演習室 の パ ソ コ ンの HDD 容

量が 3GB で あ り，　 Microsoft　Windows を入れる余地はな

か っ た．平成 13年度にパ ソ コ ン が プ レー
ス され て 20GB

と大きくな り Microsoft　Windows との デ ュ アルブー
トが

可能にな っ た．しか し，HDD の パ ー
テ ィ シ ョ ン を全て切

り直し て Microsoft　Windows を再イ ン ス ト
ー

ルする作業

も含めると受講者 の 負担が大き過ぎると考え，通常 の 授業

で使う Linux の 領域や Microsoft　Windows をインス ト
ー

ル した領域とは別 に 公開講座用 の 空き領域をあ らかじめ作

成 して お い た．

　受講者 の 中か らは，ある程度 で き上が っ た環境で はな く

そ の ような作業 もしたか っ た と い う意見 も 挙げ られた の

で ，平成 16年度で は 1CD 　Linux の ディ ス トリビュ
ー

シ ョ

ン 「KNOPPIX 　3．2 日本語版」 に 含まれ る 「qtparted」 を

用 い て Microsoft　Windows の イ ン ス ト
ー

ル して あ る パ ー

テ ィ シ ョ ン の 容量を修正す る作業を含めた．

2．3　 活用

Linux の 活用 とし て 実習 した内容 を表 22 に示 す．

表2．2Linux の 活用

年度 実習内容

12 プ リ ン タ の 設定と印刷

「NetscapeNavigator」の 設定 と Web 　page の

閲覧

「tgif」 に よ る文書作成

14 「Mozilla」 の 設定と Web 　page の 閲覧，　 W6b

page の 作成

「Sylpheed」 の 設定と電子 メール の 送受信

5
　　ρ
O1

　
　　
1

「Sylpheed」 の 設定と電子メ
ー

ル の 送受信

「MozilIa」 の 設定と Web 　page の 閲覧，　 Web

page の 作成

「OpenOHice，org 」 の イ ン ス ト
ー

ル と ワ
ープ

ロ の使用

　Microsoft　Ofice とある 程度互換性 の あ る フ リ
ー

ソ フ ト

の 0伍 ce 環境 「OpenOHice．org 」 につ い て ，平成 14年度

で は資料を配布し て ダウ ン ロ
ー

ドの 方法やイ ン ス ト
ー

ル の

説明 を補足的 に行 っ た．平成 15 年度 で は作業が予定よ り

も早 く完了 し た の で ，追加実習と して 実際 にイ ン ス ト
ール

して ワ
ー

プ ロ を使用 した．16 年度で は実施計画 の 中に 正

式に盛 り込 ん だ．

3　 資料

本講座 で は，以下 の ような資料を用 い た．

平成 12 年度 ：

　和崎が Web 　page を作成 し，各 リン クをたどっ て 内容

を表 示 して 講義 ・実習 を 進め た，平 成 17 年 9 月 現在，情

報工学科の Web サーバ 上 に 公開されて い る
3）．

　Web 　page の内容を以下に 示す．

1．予定表

2．Linuxにつ い て

2．10S つ て 何 ？
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2．2Lillux の 歴史

3．パ ソ コ ン に つ い て

　 3．1 パ ソ コ ン の 操作方法

　　　3．1．1 各部 の 名称

　　　3．1．2 電源 の オ ン／ オ フ とリセ ッ ト

　　　3ユ．3 フ ロ ッ ピーディ ス ク の 取 り扱 い

　　　3．1．4CD −ROM の 取り扱い

　 3，2 中 を の ぞ い て み よ う

　　　3．2．1 箱を開けた様子

　　　3．2．21DE ハ
ー

ドデ ィ ス ク 装置

　　　3，2，3ATAPI 準拠 CD −ROM 装置

　　　3．2．43 ．5”フ ロ ッ ピ
ーデ ィ ス ク装置

　　　3．2．51SA ス ロ ッ トと PCI ス ロ ッ ト

　　　3，2，6CPU と メ モ リ

　　　3．2．7 ビデオカ
ー

ド（PCI）

　　　3．2．8LAN カ
ー

ド（ISA）

　　3．3 使われて い る規格 に つ い て （参考）

4．イ ン ス ト
ール を始 め よ う

　　4．1BIOS の 設定方法

　　　4，1，1BIOS 設定 モ
ー

ドに入る

　　　4．1．2 起動 ドライブを変更す る

　　　4ユ．3 ハ
ー

ドディ ス ク に 関す る 設定 の 変更

　　　4，1，4BIOS 設 定 モ
ードか ら出 る

　　42 イ ン ス トーラで GO ！

　　　4，2．1 キ
ー

ボ
ー

ドの 選択

　　　4，2，2 マ ウ ス の 選択

　　　4．2，3 イ ン ス ト
ー

ルタイプの 選択

　　　 4．2．4fdisk で パー
テ ィ シ ョ ン を作 る

　　　4．2，5 領域 の割当て

　　　4，2．6 フ ォ
ー

マ ッ トす る領域 の指定

　　　 4．2．7 ブートの 設定

　　　4．2，8 ネ ッ トワ
ー

ク の 設定

　　　4．2．9 時刻の 設定

　　 4．2．10 ア カ ウ ン トを作る

　　 4．2．11 認証 の 設 定

　　 4．2．12 パ ッ ケ
ー

ジの 選択

　　 42．13 グ ラ フ ィ ッ クス の 設定

　　 42．14 イ ン ス ト
ー

ル の 開始

　　 4．2．15 ブー
トディ ス クの 作成

　　 4，2，16 シ ス テム の リブー
ト

5．Linux を使 っ て み よう

5．1 ロ グイ ン の 方法

5．2 キ
ー

ボ
ー

ドの 設定

5、3 ロ グアウ トの 方法

5．4 プリ ン タ の 設定

5，5 シ ス テ ム の 終了方法

5．6Netscape の 設定

5．7Netscape で イ ン タ
ー

ネ ッ ト

5．8Tgif で文書を作成し よ う

5，9 デス ク トッ プア イ コ ン につ い て

6．お ま け

6．1Window の 操作方法

6．2 日 本語 入 力 の 方法

63UNIX の コ マ ン ドにつ い て

　ま た，和崎は 「イ ン ス ト
ーラ で Go ！」 の う ち の 「fdisk

で パ ー
テ ィ シ ョ ン を作る 」 の 説明資料 （全 6 頁）と，イ ン

ス トール 用 CD −ROM イ メージ を CD −R に焼い て 受講者

数分だけ準備 した．

平成 14 年度 ：

　ASCII 社か ら出版され て い るム ッ ク 「Linux 　magazine

for　beginners」 を 用 い た．こ れ に は 「Vine 　Linux 　2．5」 お

よ び追加 パ ッ ケ
ー

ジ 「Vine　Plus」 の CD −ROM 計 2 枚 が

付録と して つ い て い る，

　ま た ，齋藤 が実習 説 明 用 の 資料 を 作成 し た ．

1． 「キ
ー

ワード」 （全 2頁）

　 コ ン ピュ
ー

タ用語をまとめた．

2． 「BIOS の 設定 」 （全 4頁）

3

4

5

「Web 　page の 閲覧と簡単な編集」 （全 10 頁）

ウェ ブ ・ブ ラウザ 「Mozillaj の 使 い 方 を ま と め た．

「Sylpheed に よ る電子 メール の 送受信」 （全 10 頁）

「OpenO伍 ce の installと設定 」 （全 17 頁）

平成 15 年度 ：

　平成 14 年度 の 資料に 加えて，イ ン ス ト
ー

ル作業の 詳細

を ま とめ た 「Linux の install」 （全31 頁）を追加し た．

平成 16 年度 ：

N 工工
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　 「Linux　magazine 　for　beginners　2003」 を用 い た．こ れ

に は 「Vine　Linux　2．6」 お よび ICD 　Linux 「KNOPPIX

32 日本語版 」 の CD −ROM 計 2 枚が 付録として つ い て い

る．また，「1 台 の パ ソ コ ン で Windows と Linux を使 う

本 ］ を補助資料と して 用 い た
4）．

　平成 15年度の資料に加えて ，Microsoft　Windows の イ

ンス ト
ー

ル領域 の 大きさを修正 で き る ッ
ー

ル の 使 い 方 を

説明 した 「qtpartedに よ る Linux イ ン ス ト
ー

ル領域 の確

保 」 （全 5頁） を追加 した．

4　 ス タ ッ フ

　本講座 に 対応 した ス タ ッ フ （教職員 と学生アシス タ ン

ト） の 内訳を表 4．1 に 示す．

　学 生 ア シス タ ン トは情報 工 学科 3 〜 5 年生 の 中か ら有志

を募 っ た．作業を円滑 に進め られ る よ う，教職員 ス タ ッ フ

と と も に受講者が困っ た こ とがあっ たとき （た と え ばキー

の位置 が判 らな い ，ど こ を選択 した らよ い か判 らな い な

ど） に気軽に質問で き る 相談 役 を担 っ た，学生ア シ ス タ ン

トは非常に積極的に 活動 し，受講者 に も好評で あっ た．な

お ，平成 16年度も快く 引 き 受 けて くれた学生が い たが，

受講者数が 3名 と少な か っ た た め に教職員 ス タ ッ フ だ けで

対応す る こ ととな っ た．

表 4．1 ス タ ッ フ

年度 教職員 学生

12 和崎 ， 丸山 ， 齋藤 ， 倉持 5 名

14 和崎，丸山，齋藤，青柳 4 名

15 和崎，丸山 ，齋藤，青柳 3 名

16 和崎 ， 齋藤 ， 米村 ， 大枝 0 名

　平 成 12 年度 は 中学 生 以上 を受講対象者と位置づけた と

こ ろ大半が 中学生で あ っ た．平成 14年度以降は高校生以

上を対象と し た が 受講者 の 年齢 の ほとんどは 40 代で ，30

代 か ら 50 代 ま で の 範囲で あ っ た．住所は木更津市と 周辺

の 君津市，富津市，袖 ヶ 浦市，市原市が多 い が，遠 く松戸

市や鴨川市か ら受講す る 方 もい た．

　平 成 15 年度以降 は 受講対象者 を 「ある程度パ ソ コ ン を

使用 した こ と の ある人」 と条件付けたために，メーラーや

ウェ ブ ・ブ ラ ウ ザ の 設定 が 円滑 に 行え る よう に な っ た，

　受講者数の 減少 の 要因 と して は
，
Linux の イ ンス トール

が以前に 比 べ て行い やすくな っ た こ と，各種雑誌や Web

page によ る情報提供が充実し て き た こ とな ど，　 Linux を

手軽 に イ ン ス トール で き る 環境が 整 っ て き た こ とが 考えら

れ る，

6　 ア ンケ ー
ト結果

　受講者に ア ン ケ
ー

トを回 答 して 頂 い た．ア ン ケート項 目

を以下に示す．

1．こ の 公開講座を何で 知 りま し た か．

（1）新聞

（2）知人

（3）本校ホ
ー

ム ペ
ー

ジ

（4）そ の 他

2，こ の公開講座を 受講 し ようと思 っ た動機は何 で すか．

（1）Linux に 興味が あ っ た か ら

（2）Microsoft　Windows と の 違い を知りた か っ たか

　　ら

（3）好奇心か ら

（4）そ の 他

5　 受講者

受講者数の推移を表 5．1 に 示す．

表5．1　受講者数の推移

年度 対象者 受講者数

12 中学生以上 19

14 高校生 以上 12

15 高校生以上 7

16 高校生 以上 3

3．あなた の 予想して い た内容 とは

（1）
一

致 して い た

（2）だ い た い
一

致 して い た

（3）予想 に 反して い た

（4）最初か ら予想 の つ かな い 内容だ っ た

4．あなたが欲 しい と思 っ て い た情報は

（1）十分得 られた

（2）得 る と こ ろ もあっ た

（3）得 る と こ ろ はなか っ た
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5．あなたにとっ て 本講座 の難易度 （1〜 3）と興味 （4〜

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　 表 6 ．1
　 5）の度合は

（1）難しい

（2）普通

（3）簡単

（4）興味を も っ た

（5）興味をもて なか っ た

6．受講内容 の 密度 に つ い て （複数選択可）

（1）詰め込みすぎ

（2）薄い

（3）丁度良 い

（4）も っ と広 く浅 く

（5）も っ と狭 く深 く

7．現在 パ ソ コ ン が 自宅 に あ りますか．

（1）あ っ て 使 っ て い る

（2）あ る が使わ な い

（3）な い

8．前間で 「ある 」 とお答え の 方は OS は何 で す か ．

（1）Windows 　95／98／Me

（2）Windows 　NT ／2000／XP

（3）Mac 　OS

（4）UNIX

（5）そ の 他

9，Linux の 経験は

（1）な い

（2）趣味で使 っ て い る

（3）会社 （学校）で 使っ て い る

　 平成 15〜16 年度 の 結果 を表 6．1 に示す．なお，質問 1

の 「（4）そ の 他」 に つ い て は 「フ ァ ミ リア新聞」 （平成 15

年度） と 「広報き さ らづ 」 （平成 16 年度）が 挙げられて い

た．ま た，質問 2 の 「（4）そ の 他 」 に つ い ては 「Linux で

何がで き る か 」 （平成 16 年度）が挙げられ て い た．

　 ア ンケ ートに は ，そ の 他 の意見や 要望 につ い て 自由記述

で き る欄を 設けた．以下，記述内容を示す．
L

平成 15 年度

・ 1 日で修得する に は少し時間がおしてい たように思 う．

ア ンケ
ー

ト結果 （％，上段 15 年度，下段 16 年度）

項 目 （1） （2） （3） （4） （5）
15700014672933

257672933140033

300667001433

42933716700

557331467007110000

614014057672967

710010000OO

87102910014330000

91001000000

● こ の 次はア プリケ
ー

シ ョ ン を使 っ て み る とか，仕事や

　趣味に使えるような講習を して 欲 しい ．

・ 今日の 関心事の一
つ で あ る 「Linux」 に つ い て，興味

　をもっ て 学ぶ こ と がで き ま した．今後と もぜ ひ 継続 し

　て 公開講座を行っ て欲し い ．種々 の 厂コ マ ン ド」 に つ

　い て の 勉強 の 機会が欲 しい．自分の パ ソ コ ン を持ち

　 よっ て の 具体的実践講座 を願 っ て い ます，丁寧で 熱心

　な ご指導をあ りが とう ご ざい ました．

平成 16 年度

・ 要望として は，何か具体的 に Linux を使 っ て ○○を

　する と い うよ うな 目的完遂型 の 講習を希望 します．私

　 と して は ，自作 パ ソ コ ン を製作 し て フ ァ イル サ
ーバ を

　構築し て そ の 運用管理 の 仕方 は どうするの か，とか，

　「グルーブウェ ア 」 ソ フ ト （サイボウズ試用版）をイ

　 ン ス トール して 使 い 勝手 を み る とか，実用的な部分 が

　知りた い と思 っ てお ります，し かし，まず Linux の

　 コ マ ン ドの 使い方を知 っ て か らの こ と と言 われれば

　 そ れ ま で で す が ，と も あれ ，こ うい う OS が具体的

　に どうな の か本を読ん で もさ っ ぱり判 らなかっ たと こ

　ろが手 と り足 と りマ ン ツ
ー

マ ン で 教えて 頂き本当に

　よ く理解 が で き ま した ．ありが と うござい ま し た．
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・
丸 山 真佐夫

・
米 村 恵

一 ・
大 枝 真 　

・
青 柳 宏 昭 　倉 持 憲 司

● MAC で もイ ン ス ト
ー

ル して 使 い た い と 思 っ て い ま

　す の で ，同 時 に 違 い を 含 め て 進 め て 頂 け る と 良 い と

　思 う．

・ Windows と Linux の デ ュ ア ル ブートの 基本 が 理 解 で

　きた と こ ろ が良か っ た．さ らに勉強を して 上 級 コ
ース

　 （スーパーユ ーザ の仕事）等が あ れ ば受講し て みたい．

　 あ りが と う ござい ま した ．

　ア ンケ
ー

ト結果か ら，受講者は概ね内容 に対 して 満足し

て い た と判断で き る．そ の
一

方 で，「実際 に どの ように使

う の か 」 と い う よ うにイ ン ス ト
ー

ル後 に ど うす る の か とい

う こ と に つ い て興味を持 っ て い る受講者 もい る．

　Linux の 初心者は イ ン ス ト
ー

ル の 段階で つ まつ く こ と

が 多 い の で，本講座 で は イ ン ス ト
ー

ル方法 に つ い て 丁寧な

説明 を心 が けて時間を割 い た．受講者全員とも LinUX を

使っ た こ とがな い も の の ，パ ソ コ ン 熟練度 に よ っ て飲み 込

み の 早 さ に ば ら つ き が あ り全員が 足並 み を揃 え て 早 く 作業

を終え る こ と は難し い．実際 本講座を 開催する に あた り

受講者 のパ ソ コ ン熟練度が予想し き れ な い こ と か ら受講内

容 の 吟味が非常 に 難 し く，最終的 に Linux の イ ン ス トー

ルを中心 とした 「入 門」 と位置づけた．そ して ，前提とな

る知識や経験 を限定す る と受講 を遠慮あ る い は敬遠す る

方もい る かと思 い ，受講者全員が無理な く内容を理解 ・実

践で きるような内容にする こ とを考えた．そ の ため，難易

度 につ い て 「簡単」 は い なか っ た もの の 「普通 」 とい う受

講者が多か っ た ．た だ し，そ れ で も なお 中に は 「難し い 」

と い う受講者も い た の で 改善す る 必要が あ る だろう．

　門戸を広 く開けて 多く の受講者に参加して も ら う こ と を

狙 うよりも，思 い 切っ て 受講者 の パ ソ コ ン熟練度をあ る程

度限定し，「入 門」 と 「中級」 の 内容に分離し て受講者の満

足度を増す こ とを主眼 とす る 必要があ る の か もしれな い ．

今 後，「中級」 の 内容の講座を新設 し た と きに ，本講座の

受 講者が 参加 し て 下 さ れ ば幸 い で あ る ．

7　 まとめ

　公 開講座 「Linux入門」 は 4 年間 に 渡 り実施し た．受講

者 は 本講座 の 内容 に 概 ね 満足 し た よ う で あ る．

　今後は中級者向け に Linux の 応用的な使用方法，特 に

Microsoft　Windows の サ
ーバ と して 機能する 「SAMBA 」

の 説明 を 中心 と した 講座 の 新設 を 行 う な ど，全 体 の 内容 を

見直 し て い き た い．

謝辞 本講座を 開催する に あ た り御尽力下さ い ました庶務

課な ら び に 会計課職員各位 に御礼申 し上 げ ま す．
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